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I! 議長会子。部議長島村

11 壁重量委員に摂津市議

li 改選後はつの，戸釦む4糾i哨1
ゐ 日議事主主に鋳会， IE都議長・各委員長などの役

11 笠立?いました。
!î 畿家ヤ湾設 3 議長@金子宮蔵〈無前〉

欝 副議長島村速雄く無知
;畿勢。t>総務常任委員会〈定数 9)

ii 〈金子新議長〉 。委員長加藤 武(社前〉
i 亘 i委員長八回 知治(無前〉

n Þ 産業常任委員会・委員長制藤太郎〈無元〉
H (定数日〉・副委員長芹沢貫一(無新〉

!! t>文教民生常任委。委員長島津 清(無前〉

H 員会(定数 9) ・副委員長土屋照久(無新〉

iib建設常任委戸員長津田初二(無前〉
H (定数 9) ・副委員長石間 直治く無官官〉

!;一一員一一i 負会(定数10) ・副委員長前回 義信〈無新〉

i ト平塚港対策委員e委員長古屋安治〔無前〉

IJ 会 (定数叫岳部委員長和田 校治く鰯〉

il þ 火葬場移築委員@委員長府)11 勝可(社前〉

急百話 会 〈定数10) ・副委員長山崎 昌雄く無新〕
二出l! t>清掃対策委員会・委員長藤沢俊範(自前〉
百舌!! (定数10) ・副委員長倉部 英(無新〕

ま薪 !i t>大野地区開発委・委員長f中津 直(無新〉
茶室~~ 員会〈定数10) 。説委員長佐革政勝く社新〕
をの jj 1>平塚駅混雑緩和委員長宮)11惣次郎(無新〉
二日 対策委員会(定
以 ii 数叫 ・説委員長武藤礼二〈無新〉
、 11 t>工場誘致委員会・委員長安村恵三(無新〉

il (定数10) ・部委員長山本 庄三三(無新〕

!i 1>$霊主査委員 く議会選出〉根岸勘次郎(無前〕

51 以上のほか県都市計画審議会石川市議ほか 5委

長員・中F蒋拝中北l問可可一濁E鼠富保f熊再院皇組且合会に鈴木市議など

iii 一制叩j月m一!丹i
i 伊勢原との教育組合会に山梨市議ほか 1 言議義員.

葛臨時出紡検査立合人に藤沢・鳥海両氏市議を選

市
は
、
「
~
財
政
事
情
の
作
成
お
よ
び
昼
寝
に
関
す
る
長
例
」
の
と
一
の
き

め
に
も
と
ず
い
て
、
六
月
一
日
第
二
二
回
図
的
問
問
政
内
脅
を
長
表
り
ま

し
光
。ζ
ん
箇
の
内
容
は
、
紹
和
一
ニ
一
ニ
年
度
の
後
期
、
つ
ま
り
一
一
三
年

一O
月
か
ら
こ
?
手
レ
一
}
一
月
来
ま
で
の
六
か
月
同
聞
に
、
市
の
収
支
は
ど
う

な
っ
た
か
と
い
う
こ
と
を
説
間
出
し
た
も
白
芯
す
。

ζ

の
賠
致
事
一
情
の
ひ

と
つ
の
特
徴
と
L
て
、
い
ま
ま
で
の
よ
う
に
赤
字
の
い
い
わ
け
を
い
っ

て
い
な
い
こ
と
、
逆
に
、
決
哩
再
逮
ま
先
ず
、
一
三
一
配
度

M
h六O
ハ
む
方

円
程
度
の
蕪
守
宮
山
田
す
こ
と
に
な
ろ
う
と
犠
捌
レ
て
い
る
点
を
あ
げ
る

乙
と
が
で
き
ま
す
。
ま
花
、
乙
の
一
ニ
一
ニ
年
度
後
期
に
は
赤
字
完
全
碑
血
聞

を
連
事υ
、
同
特
集
牢
由
法
と
し
て
の
経
営
に
ふ
み
切
っ
て
寺
第
総

額
が
、
前
年
度
民
間
酬
の
一

e

五
倍
に
達
す
る
保
猿
笠
郡
レ
た
と
も
報
告

し
て
お
む
、
力
強
い
、
創
る
い
内
容
の
も
の
で
す
。

(第三種郵便物滋可〉

う
@
駅
前

り
交

かつ

前
邸
の
間
開
放
事
一

後
期
予
算
一
情
で
一
撃
百
し
た
一

色
の
う
ご
き
一
一
一
一
一
一
一
重
量

、
{
一
宋
(
九
月
一
品
。
日
)
の
平
塚
市
の
会
会
一

1
:
一
計
総
障
の
ヰ
貨
績
は
、
一
八
様
八
、
七
一

章
一
六
七
万
円
で
し
た
が
、
そ
の
後
一
O
月
一

一
か
らζ
と
し
一
ニ
同
月
ま
で
の
い
わ
ゆ
る
俊
一

高
一
期
に
お
い
て
、
前
後
四
回
に
わ
た
っ
て
一

一
六
億
一
、O七
七
万
円
に
の
ぼ
る
追
加
一

一
環
正
常
行
い
、
一
一
言
産
度
後
綴
宋
(
一
一
二

一
月
刊
一
二
臼
)
の
全
会
計
予
輩
総
額
は
、
一

一
二
四
億
九
、
八
四
五
万
円
に
速
し
ま
し
一

一
党
。ζ
れ
は
、
前
年
度
商
務
総
予
象
額
一

一
を
八
億
一
、
二
五
一
方
向
ち
上
ま
わ
一

一
目
、
平
塚
市
の
予
算
規
換
は
、
昨
年
か
一

一
らζ
と
し
に
か
け
て
の
一
年
間
に
、
ほ
一

一
ぼ
六
五
倍
の
飛
観
的
な
の
ぴ
金
が
と

一
ま
し
た
。
一
れ
て
い
る
か
、
後
期
末
で
し
め
く
く
っ

一v
一
般
会
計
は
前
期
五
億
円
台
か
ら
後
一
て
み
一
ま
す
と
、
前
期
で
は
収

γ八
超
過
一

日
一
綴
米
七
億
七
、
へ
援
且
一
一
芳
聞
い
に
一
億

Q
、
一
一
回
。
方
市
内
後
期
で
は
逆
に
一

o

一
一
v
特
別
金
計
競
輪
事
業
も
間
同
じ

ζ

五
億
一
支
出
超
過
泊
、
八
八
一
一
一
方
向
の
結
果
と
一

1

一
円
台
か
ら
七
億
八
、
四
二
六
万
円
へ
一
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
前
後
期
通
じ
て


f
一
マ
霊
童
警
閉
じ
く
六
億
円
章
一
警
官
事
レ
ま
す
と
、
章
一
一

同
一
ら
八
億
蕊
、
五
一
六
万
円
に
一
一
一
一
生
度
会
計
は
、
一
一
一
月
栄
で
す
で
に
、

μ
一
マ
問
皆
様
事
業
も
閉
し
昼
、
五

8

一
五
、
翌
六
万
円
の
ほ
〈
費
つ
ま

3

一
万
円
か
ら
五
、
九
六
三
角
に
そ
れ
す
黒
字
を
出
し
光
こ
と
に
な
り
ま
す
。

和
一
ぞ
れ
増
額
壁
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
一

ζ
の
黒
字
襲
五
月
末
自
の
一
三
年
度

紹
マ
関
譲
渡
診
事
業
だ
げ
八
一
万
円
笠
出
納
閉
鎖
詰
ま
で
に
さ
ら
に
よ
ま
わ

開
間
後
期
来
二
一
一
一
一

Q
方
向
と
な
り
。
一
目
、
次
の
賄
致
事
情
で
乙
の
決
算
を
報

町V
隠
簡
明
百
四
水
道
事
業
は
前
期
と
か
わ

D

一
告
す
る
と
吉
は
、
ほ
ほ
六
、

O
Q
Uか一

ら

乎
端
部
駅
前

騨
思
議
一O
一
一
一
λ
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O
O
U
川
を
新
設

! 
? 
i 
J 1'-'7-'7ター2合@給水撒水
i 施設など.......・ .808方向
車

芸新農ilI ð語、村建設総合対策事業をすすめている平塚市

雲南部農漁村振興協議会「会長戸}II市長〕は、第 2 次

� (34年度〉の特別助成事業実施計磁を次のとお担き
喜ゐました。

E ①共隠れ用土!替用改良トラクター 1 台購入・ 54万円

~ (図庫補助43%) ・金邸農協管潔

5 ②向上フォードソントラクタ -1 台購入・ 268万円

霊 (霞庫40% ・市草壁60%) 平塚市管理

E ③共向加工Jìl製茶機一式購入・ 48万円〈溺庫435?6)
喜 金目農協管理

~q:共同集荷所2 棟建設 .249万向く国庫44%) 旭農協
言 管理、ハカリ 2 台付

言⑤共向給水路設 1 か所主主L ・ 42万円〈国庫44%) 琵

活沼予 E 琶共同給水組合管理
翠 E主定 E ⑥共向撒水施設 1 カ所施工・ 20万内〈溜摩41. 6%) 

謹で聖 i 高根生産組合管理
護 空 2 ⑦コンクロ- þ 畦昨;I.074m 施工・ 46万円〈国庫30
喜 吉言 的大万国コングトト畦僻組合管潔
iE L長 ③コ Y クリート佳品r， 2.560m施工。 80万河〈国庫30
る 形〉真部コ Y クロート監畔組合管理主

多!.u中溺キャンプパス奇襲砂ナイ~-(野球見物〉 惨良光鬼怒JII必-)富の波， '~1000門会重量で熱海温泉へ

7 月 258--8 月 15 日 ; 御希望により，満員次第斑 8 月 18-8 fj22 日 都希望の旅唱にお一人殺で
毎回土・自発 争 時出事します。 毎回土・日完

全費 ￥5叩 . 但し，先着50名徒に限る 会費 ￥2，叩0

コース・藤沢9.00-平揮 金受 ￥600 ‘ くバス e 宿治・土産品代共〉 ます。
9.30--伊勢原~事雲寺~山 一 く見物料・ハス代共〉 コース・平埠7 田~横浜~ 詳級は当社へ

同町ス占平塚14.00--東京
中期
山中湖14. 曲~秦野~伊 桂諜J:i-東京~平時23.00着
勢原~乎揮~藤沢郁却 {昔話員長で官官可 4 浜~平塚目的苦
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(26) 

去
る
去
月
一
七
日
結
成
指
導
が
あ
っ
た
た
め
と
存
じ
ま
よ

D

力
強
い
組
織
と
な
り
俸
験
と
な

平
塚
市
第
一
一
回
子
す
。
婦
人
生
、
青
年
金
、
ゴ
ル
フ
ク
る
事
で
し
ょ
う
。

供
大
会
九
炉
開
か
れ
一
ブ
プ
、
舞
踊
、
額
制
酬
の
金
と
成
年
の
子
供
金
の
中
で
、
子
供
中
心
の
立
案

社
会
教
育
の
笛
で
た
め
の
社
金
の
ま
と
ま
り
は
重
大
に
よ
る
子
供
出
会
グ
ル
ー
プ
謡

の
子
供
へ
の
直
接
変
に
接
抗
を
穣
め
て
参
り
ま
し
た
が
、
健
全
に
行
わ
れ
る
と
し
た
ら
社

活
弱
が
一
歩
前
進
が
、
子
供
に
つ
い
て
は
夏
休
み
浮
べ
金
人
と
し
て
の
子
供
の
大
成
で
は
な

に
根
川
付
補
導
員
の
結
成
が
あ
っ
て
も
い
で
し
ょ
う
か
。

実
際
の
逝
で
は
甚
だ
さ
ぴ
レ
い
状
態
健
全
な
子
供
会
は
、
健
全
な
青
年
金

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
へ
と
発
展
し
て
行
く
乙
と
そ
し
よ
う

最
近
生
ま
れ
た
須

賀
夕
陽
ケ
丘
百
回
治

金
で
は
、
夕
陽
ケ

か
れ
る
反
面
に
、

投
金
的
な
入
閣
の

つ
な
がp
の
揖
で

あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
こ
の
お
友
議
す
べ
く
、
期
医
内

の
よ
白
よ
い
結
び
の
持
父
さ
ん
と
お

っ
き
は
、
綬
外
に
於
け
る
活
議
の
中
丁
度
べ
新
レ
く
校
外
繍
導
員
が
委
嘱
母
さ
ん
と
概
外
補
導
員
と
が
準
備
を

で
乙
そ
、
大
き
く
瑛
日
設
す
る
と
考
え
決
定
を
み
る
護
休
み
前
の
こ
の
機
会
進
め
て
属

D

ま
す
。
官
民
の
お
休
み
も

て
開
店
り
ま
す
の
に
小
さ
い
地
域
約
な
補
議
員
組
織
に
近
づ
い
て
来
ま
し
党
新
レ
い
校
外
補

第
一
…
闘
の
大
告
に
於
て
、
農
湾
熔
区
よ
且
っ
て
ぜ
ひ
一
子
供
金
を
沢
山
結
演
し
導
員
の
吉
ま
る

ζ
の
析
に
、
全
地
域

の
子
供
会
は
大
変
に
よ
く
ま
と
ま
っ
て
浸
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
に
子
供
会
の
誕
祭
し
ま
す
よ
う
、
市

て
怠
る
と
燃
は
れ
ま
し
光
。
乙
れ
は
め
に
市
で
も
、
そ
の
復
唱
者
の
た
め
事
務
両
国
の
お
骨
折
り
と
お
一
ー
さ
ん
お

職
糞
的
な
ぷ
似
住
や
底
仲
間
の
留
に
於
の
ム
担
増
設

4「
ロ
麗
し
助
成
し
て
活
き
た
母
さ
ん
方
の
協
刀
と
を
お
鼠
い
致
し

げ
争
永
続
性
に
も
よ
る
と
考
え
ら
れ
い
も
の
で
す
。
幼
い
墳
の
よ
い
グ
ル
た
い
も
の
で
す
。
平
揮
僑
矯
金
箆
笈

ま
す
が
、
戦
後
患
く
かb千
供
会
のl
プ
活
動
は
、
演
人
し
て
の
ち
の
符
配
人
減
須
賀
支
店
長
小
沼
伝

E今月の市内よ験番組から3

F 愛の鐘〈策京快適・東玄配

給〉一部の少年少女の非行化

の問題に取っ組み「うちの予

に限ってj と信じている親た

ちに訴える愛の警鐘。ひとご

とでない政調。

静擦の大将く東宝〕裸の天本

画家山下清の放浪生活を獄〈

笑いと感激の喜劇。

男性餓腎;去〈東i'配給〉と務

人たち(仏オレツグス〉はと

くに成人向峡E患の指定が行な

われました。父兄のご主主意を

のぞみます。

を
結

ー
し
T
A可
、
勺
ノ

山
菜
特
約
店

伝平
説草草 i
発 、 i 車工
売大 j 谷
中磯@町

長 i 貧
主主 i 妥
と a ミ霊

会
館
二
階
。
議
題
。
七
謬

I
l
i
-
-
s

一
公
底
誕
盤
骨
成
に
つU
τ

金i
冷
凍
陽
一
事
饗
な
も
由

発
員
、
賃
貸
借
、
滑
費
貸
借
一
当
事
者
双
方
の
印
鑑
と
印
鏡

遺
言
等
に
関
T
る
公
正
証
書
一
証
明
、
代
理
人
り
と
き
は
委

由
作
成
v

確
定
日
付
、
定
款
一
信
状
と
本
人
、
代
埋
大
白
印

。
認
箆
等
一
鐙
ー
と
印
鑑
証
明

語、


